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国
民
年
金
保
険
料
免
除
の

相
談
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
で
納
付
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、免
除
ま
た
は
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。承
認
さ
れ

た
期
間
は
、年
金
受
け
取
り
の
た
め

に
必
要
な
期
間
に
入
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
納
付
が
困

難
な
方
は
…
免
除
制
度

　

本
人
、世
帯
主
、配
偶
者
の
前
年
所

得
が
一
定
以
下
ま
た
は
失
業
な
ど
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、申

請
が
認
め
ら
れ
る
と
保
険
料
の
全
額

ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
追

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
所
得
が
少
な
い
50
歳
未
満
の
方
は

…
納
付
猶
予
制
度

　

50
歳
未
満
で
本
人
、配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、申
請

に
よ
り
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
今
年
７
月
か
ら
、納
付
猶
予
が
30

歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
大
さ
れ

ま
し
た
。

▼
免
除
ま
た
は
猶
予
と
な
る
期
間

　

免
除
ま
た
は
猶
予
の
期
間
は
７
月

か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
で
す
。申
請

が
遅
れ
て
も
申
請
期
間
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

●
平
成
26
年
６
月
～
28
年
６
月
分
は
、

７
月
29
日
㈮
が
受
付
締
切

●
平
成
28
年
７
月
～
29
年
６
月
分

は
、今
月
か
ら
受
付
開
始

▼
学
生
で
所
得
が
少
な
い
方
は
…
学

生
納
付
特
例
制
度

　

本
人
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
、

申
請
に
よ
り
在
学
期
間
中
の
保
険
料

が
猶
予
さ
れ
ま
す
が
、特
例
期
間
は
４

月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
で
、毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の
）

②
印
か
ん

③
失
業
な
ど
を
理
由
に
す
る
場
合
は

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」ま
た
は

「
離
職
票
」

④
学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
、在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

【
問
合
先
】市
民
生
活
課
市
民
年
金
係

☎
②
３
１
８
７
／
岩
見
沢
年
金
事
務

所
☎
０
１
２
６-

２
２-

５
８
０
４

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
制
度

会
社
か
ら
余
儀
な
く
離
職
さ
れ
た
方

【
内
容
】解
雇
や
倒
産
な
ど
で
職
を
失

っ
た
方
は
、国
民
健
康
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
る
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。軽

減
は
、前
年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分

の
30
と
見
な
し
て
算
定
し
ま
す
。

【
対
象
期
間
】離
職
日
の
翌
日
か
ら
そ

の
年
度
の
翌
年
度
末
、ま
た
は
国
民

健
康
保
険
の
資
格
喪
失
ま
で

【
対
象
】

◆
離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満

◆
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者（
倒

産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
）ま
た
は
、

特
定
理
由
離
職
者（
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
）

※
高
年
齢
受
給
資
格
者
と
特
例
受
給

資
格
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

特
定
受
給
資
格
者
・
特
定
理
由
離
職

者
に
該
当
す
る
方

　

雇
用
保
険
受
給
資
格
証
の
第
１
面

離
職
理
由
欄
、ま
た
は
離
職
年
月
日

理
由
欄
に
次
の
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ

て
い
る
方
が
、特
定
受
給
資
格
者
、特

定
理
由
離
職
者
と
な
り
ま
す
。

▼
特
定
受
給
資
格
者【
対
象
コ
ー
ド
】

11
、12
、21
、22
、31
、32

▼
特
定
理
由
離
職
者【
対
象
コ
ー
ド
】

23
、33
、34

【
届
出
方
法
】雇
用
保
険
受
給
資
格
証
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】市
民
生
活
課
保
険
医
療
係

☎
②
３
１
８
８

乳幼児など 

お子さんの医療費を助成します。
《助成範囲》
就学前の乳幼児⇒入院、通院
小学生⇒入院

重度心身障害者

心身に一定の障がいがある方の医療費を助成します。
《助成範囲》
◆身体障害者手帳の等級が１級・２級と３級（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、
小腸、肝臓）の方⇒入院、通院
◆療育手帳A判定、精神で重度の認定、IQ35以下、身体障害3級でIQ50以下⇒入院、
通院
◆精神障害者保健福祉手帳の等級が１級の方⇒通院

ひとり親家族など

ひとり親家庭の18歳までの児童（母または父の扶養を受けていて、母または父の所
得が基準額に満たない場合は20歳まで）と、その母または父の医療費と、両親のい
ない18歳までの児童の医療費を助成します。

《助成範囲》
◆児童⇒入院、通院　　◆母または父⇒入院

※いずれの助成も所得制限がありますので、詳しくはお問い合わせください。

【問合先】市民生活課保険医療係☎②3188

市では医療費の各種助成を行っています。
該当する方は忘れずに申請してください。

医療費助成制度



11 広報みかさ　2016. 7

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

◆
新
し
い
保
険
証（
被
保
険
者
証
）の

交
付
に
つ
い
て

　

現
在
の
保
険
証（
被
保
険
者
証
）は

７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
満
了
と
な

り
ま
す
。

　

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
送
り

ま
す
の
で
、今
ま
で
使
用
し
て
い
た

保
険
証
は
８
月
以
降
に
廃
棄
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
減
額
認
定
証（
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
）を
お
渡
し
し

ま
す

　

減
額
認
定
証
は
、住
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
が
外
来
診
療
や
入
院
し
た

際
の
医
療
費
や
、食
事
代
な
ど
の
自

己
負
担
限
度
額
を
軽
減
す
る
た
め
に

必
要
な
も
の
で
す
。

　

現
在
の
減
額
認
定
証
は
、７
月
31

日
で
有
効
期
限
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

　

７
月
中
に
新
し
い
減
額
認
定
証
を

送
り
ま
す
の
で
、今
ま
で
使
用
し
て

い
た
減
額
認
定
証
は
８
月
以
降
に
廃

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
医
療
費
通
知
を
全
受
診
者
へ
送
付

し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
希
望
者
に
送
付
し
て

い
ま
し
た
が
、28
年
9
月
分
か
ら
全

受
診
者（
28
年
1
月
か
ら
6
月
に
受

診
さ
れ
た
方
）に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、発
行
時
期
は
９
月
と
翌
年

3
月
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
確
定
申
告（
医
療
費
控
除
）の
際
の

添
付
資
料
と
し
て
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。

※
こ
の
通
知
は
受
診
状
況
を
お
知
ら

せ
す
る
も
の
で
、請
求
書
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】市
民
生
活
課
保
険
医
療
係

☎
②
３
１
８
８
／
北
海
道
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
☎
0
１
１-

２
９

０-
５
６
０
１

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に
は
新

薬（
先
発
医
薬
品
）と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品（
後
発
医
薬
品
）が
あ
り
ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
を

希
望
す
る
方
は
、医
師
や
薬
剤
師
に

伝
え
る
か
、医
療
機
関
や
薬
局
の
窓

口
に「
希
望
カ
ー
ド
」を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。「
希
望
カ
ー
ド
」が
必
要
な

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
効
き
目
・
安
全
性
】

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、新
薬

と
同
等
の
効
果
・
効
能
を
持
ち
、厚
生

労
働
省
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
安

全
な
薬
で
す
。希
望
す
る
場
合
は
、必

ず
主
治
医
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

【
価
格
】

　

薬
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、新

薬
よ
り
３
割
以
上
、中
に
は
５
割
以

上
安
く
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

【
問
合
先
】市
民
生
活
課
保
険
医
療
係

☎
②
３
１
８
８

介
護
保
険
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

◆
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）　

　

介
護
保
険
料
は
、所
得
状
況
な
ど

で
決
定
し
、今
月
中
旬
に
通
知
し
ま

す
。　

　

保
険
料
の
段
階
や
金
額
に
つ
い
て

は
、広
報
み
か
さ
４
月
号
の
23
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収（
年
金
引
き
去
り
）の
方
】

　

通
知
書（
Ａ
４
）で
年
間
保
険
料
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
普
通
徴
収
の
方
】

　

発
送
す
る
納
付
書
で
納
期（
7
月

～
翌
年
2
月
）ご
と
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

◆
第
2
号
被
保
険
者（
40
歳
～
64
歳
）

　

保
険
料
は
、加
入
し
て
い
る
そ
れ

ぞ
れ
の
健
康
保
険
で
異
な
る
の
で
、

各
健
康
保
険
担
当
窓
口
へ
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】市
民
生
活
課
介
護
保
険
係

☎
②
３
６
１
１

【対象】次のすべてに該当する方
①4月1日現在で市内に住所があり引き続き居住
している方
②平成29年3月31日現在で70歳以上の方
※現在69歳で来年3月31日までに70歳となる方は対
象となります。
③最寄りのバス停が次の区間にある方
▶幾春別町～清住西

▶三笠入口～地神宮
④バスを利用できる身体状況の方

【交付数】52回分
【持参する物】①印かん②健康保険証など（本人の
年齢や住所が分かるもの）
※注意事項など詳しくは広報みかさ4月号22ペー
ジをご覧ください。

　市では、最寄りのバス停から市立病院前までの片道運賃が200円を超える地域に住んでいる70歳以
上の方に、200円を超える金額分の回数券を交付しています。
　対象となる方でまだ手続きしていない方は、お早めに申請してください。

高齢者バス回数券を交付中 【申請・問合先】
ふれあい健康センター福祉係☎③2010


